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概要

8月2日の夕方に名護市嘉陽近傍で国道331号に隣接する岩盤斜面が高さ約40
メートルに渡って崩落した。道路上には長さ約50メートルに渡って、崩壊物が堆積

した。

著者らは8月7日および8日に現地に入り、斜面の崩壊状況とその機構を調査した。

斜面を構成する岩盤は嘉陽層であり、褶曲している、層理面にそって楔破壊に類
似した崩壊形態に分類できる(Aydan 1989; Aydan et al. 1989)。現地ですべり面

の状況、岩盤を構成する岩石の針貫入試験、層理面の摩擦特性について傾斜試
験など実施、また岩石のサンプリングを行った。

この速報で、行った調査結果と崩壊要因に対する解析的な検討結果を紹介する。
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天仁屋

斜面崩壊位置

地図：Google
崩壊後の対策の状況（ロックボルトの利用がなし）

左側 右側中心部
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SD:すべり方向

SP:斜面

BP-L:左側の層理面

BP-R:右側の層理面

すべりの面の様子とそのステレオ射影
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2019年8月2日の雨量

気象庁の報告で2日の午前0時～午後9時40分までに、国頭村奥で136ミリ、同村国頭で
133・5ミリ、東村で126・5ミリ、名護市で101ミリを観測した。

現場で行った傾斜実験から層理面の摩擦角は
30－34であることが明らかになった。

針貫入試験

傾斜実験

現場において針貫入試験を実施し、NPI値は5－
6であった。Aydanら(2014)の経験式から岩石の
圧縮強度は3.5－4.2MPaであることが推定され

た。

傾斜角：25°

崩壊したブロック状岩盤の
安息角は32－36°である。

現場試験
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解析手法
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ここに

斜面の崩壊は雨量によるものとして考えられる。乾燥状態で安全率は1.655ですが、飽
和度が増加に伴って安全率（SF)が低下している。

解析結果

左側

右側

中心部

崩壊時は飽和度がほぼ１００％に近かったと思われる。
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到達距離の推定
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中心の到達角度（Aydan,2016)

また、すべり前後の地形データが公表されていない。しかし、上記の式と現地調
査結果から今回の地すべりに関して到達角度は約21.6°であると推定される。

結論

斜面崩壊は岩盤の内部構造に依存し、褶曲している層理面に沿って発生し、楔破壊に
類似していた。

崩壊した際に岩盤がほぼ飽和状態であったことが推定された。
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